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セ ラ フ ィ ー ル ド を 閉 鎖 に ！

セラフィールドは私達の環境に、受け入れ難く不必要な

リスクを与えています。

セラフィールドは、40年以上もアイルランドとイギリス

の海や環境を、放射性排出物で汚染してきました。

セラフィールドは、依然として世界中からの核廃棄物を

再処理のために受け入れ続けてきています。この再処理

過程により、何十万年も人間から隔離された場所に保存

されなければならないほど毒性の高い核廃棄物が生み出

されます。1957年に起きたウィンズケールの火災に始ま

り、2000年に起きた安全データの捏造まで、そしてその

間も継続的に行われてきた私達の空気や海への汚染……

セラフィールドは私たちの島々の環境や安全を考えると

受け入れがたい脅威として存在し続けてきました。

この脅威を踏まえ、我々は英国政府に対し、10月に行わ

れたセラフィールドにおける混合酸化物燃料（MOX）工場

稼動の決定を破棄するよう要請いたします。この施設は

経済面でも環境面でも正当化できるものではありません。

この MOX工場には何億ポンドものコストが注ぎ込まれた

にもかかわらず、製造能力のわずか11％しか受注が確保

されておりません。

もしセラフィールドが稼動し続ければ、私たちの島々を

汚染し続けることになります。そしてアイリッシュ海は、

海外の核廃棄物の終着地となる核燃料ハイウエイとなっ

てしまいます。

さらに、9月 11日のマンハッタンとペンタゴンへの攻撃

の後、我々はセラフィールドが、英国とアイルランド両

国に対し安全面でも重大なリスクを負わせると考えます。

セラフィールドに対する同様の攻撃があれば、私たちの島々

の大部分を居住不可能にしてしまう恐れがあります。

このようなリスクはすべて不必要であり、そして避けら

れるものであります。

我々、アイルランド政府議会の与党でもあり、かつアイ

ルランドの最大政党であるFianna� Fail議会政党の議員

は、英国政府に対し、MOX工場の稼動の決定を破棄し、セ

ラフィールドの施設を閉鎖するよう要請いたします。

私達全てのために

セラフィールドを閉鎖に
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